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シンポジウム 学会 
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社会活動 

氏  名 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

金 武  洋 代議員 長崎県医師会 

金 武  洋 腎不全対策協会会長 長崎県 

金 武  洋 理事 (財)長崎県腎臓バンク 

金 武  洋 理事 (財)長崎県健康事業団 

金 武  洋 評議員 (社)日本泌尿器科学会 

金 武  洋 西日本支部監事 (社)日本泌尿器科学会 

金 武  洋 西日本支部評議員 (社)日本泌尿器科学会 

金 武  洋 評議員 日本内分泌外科学会 

金 武  洋 評議員 老年泌尿器科学会 

金 武  洋 評議員 日本 Endourology･ESWL学会 

金 武  洋 理事 日本Men’s Health医学会 

金 武  洋 Editorial Board International Journal of Urology 

金 武  洋 編集顧問 泌尿器外科 

金 武  洋 Editorial board 泌尿器科紀要 

金 武  洋 世話人 日本腎泌尿器疾患予防医学研究会 

金 武  洋 世話人 前立腺がんワークショップ 

金 武  洋 世話人 PLES研究会 

金 武  洋 運営委員 前立腺シンポジウム 

古 賀 成 彦 国民健康保険診療報酬審査委員 長崎県 

古 賀 成 彦 西日本支部評議員 (社)日本泌尿器科学会 

古 賀 成 彦 外傷･救急領域副部会長 (社)日本泌尿器科学会 

野 俣 浩 一 郎 国民健康保険診療報酬審査委員 長崎県 

野 俣 浩 一 郎 西日本支部評議員 (社)日本泌尿器科学会 

酒 井 英 樹 感染対策委員会発生動向調査専門部会委員 長崎県 

酒 井 英 樹 西日本支部評議員 (社)日本泌尿器科学会 

酒 井 英 樹 評議員 日本内分泌外科学会 

酒 井 英 樹 幹事 日本腎泌尿器疾患予医学研究会 

酒 井 英 樹 腹腔鏡手術ガイドライン作成委員会委員 日本泌尿器科学会/日本 Endourology･ESWL
学会 

酒 井 英 樹 専門領域委員会試験作成委員 (社)日本泌尿器科学会 

酒 井 英 樹 前立腺がん検診長崎地区研究代表医師 (財)前立腺研究財団 

酒 井 英 樹 前立腺シンポジウムプログラム委員 (財)前立腺研究財団 
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酒 井 英 樹 疫学領域小委員会委員 厚生労働省｢前立腺癌診療ガイドライン作成

に関する研究｣班 

錦 戸 雅 春 長崎県腎不全対策協会幹事 長崎県 

錦 戸 雅 春 事業推進委員 (財)長崎県腎臓バンク 

錦 戸 雅 春 西日本支部運営委員 (社)日本臓器移植ネットワーク 

錦 戸 雅 春 西日本支部評議員 (社)日本泌尿器科学会 

錦 戸 雅 春 幹事 日本腎移植臨床学会 

錦 戸 雅 春 常任幹事 九州腎臓移植研究会 

江 口 二 朗 評議員 日本アンドロロジー学会 

野 口  満 評議員 日本性機能学会 

野 口  満 評議員 老年泌尿器科学会 

野 口  満 評議員 日本Men’s Health学会 

 
 
外部資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 外 部 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

酒井英樹・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

ノックインマウス前立腺癌の遺伝子発現プ

ロファイルに関する研究 

金武 洋・教授 
井川 掌・助手 
宮田康好・助手 

日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

ノックインマウス前立腺癌の遺伝子発現プ

ロファイルに関する研究 
井川 掌・助手 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

スタチンによる Rho-Rho キナーゼ系調節を
介した前立腺癌進展制御機構の解析 

宮田康好・助手 
酒井英樹・講師 
金武 洋・教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

スタチンによる Rho-Rho キナーゼ系調節を
介した前立腺癌進展制御機構の解析 

宮田康好・助手 文部科学省 代表 若手研究(B) 

腫瘍血管に特異的に発現するペプチド配列

に対する抗体作製とその臨床的意義 

酒井英樹・講師 (財)前立腺研究財団 代表 前立腺がん検診に関する研究 

宮田康好・助手 (財)前立腺研究財団 代表 前立腺癌患者においてホルモン療法併用薬

として効果が期待される分子標的治療薬の

網羅的検索 

 
 

その他 
非常勤講師等 

氏名・職 職・担当科目等 関 係 機 関 名 

野口 満・助手 非常勤講師（臨床病態学Ⅱ） 県立長崎シーボルト大学 

井川 掌・助手 非常勤講師（泌尿器科学） 長崎医療技術専門学校 

井川 掌・助手 非常勤講師（泌尿器科学） 玉木女子高等学校衛生看護科 

宮田康好・助手 非常勤講師（泌尿器科学） 玉木女子高等学校衛生看護科 
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新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

野口 満・助手 ホスピタルレポート びびっど 2006年 1月 21 世紀の大学病院にふさわしい高度な
医療の提供を目指す 

野俣浩一郎 
・助教授 

間質性膀胱炎 健康テレホン

サービス 
2006年 
2月 4・5・
11・12・18・
19・25・26
日 

モニター通信 Q&A(長崎県保険医協会)

野口 満・助手 ED:年だから仕方ない･･･
わけではない!! 

日刊スポーツ 2006年 
1月 30日

 

酒井英樹・講師 高齢者の排尿障害 Medicament 
News 

2006年 
9月 15日

特集：高齢者診療の話題 

野口 満・助手 排尿障害と薬物療法 http://www.taih
o.co.jp/medical
/urology/ 

2006年 
12月 8日

日医生涯教育協力講座 
インターネット生涯教育講座｢高齢者の

排尿障害｣ 
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